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清
永
昭
次
先
生
が
、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
四
日
午
前
二
時
五
〇
分
に
逝
去
さ
れ
た
。
　
先
生
は
、
一
九
二
七
年
四
月
二
三
日
の
生
で
あ
る
。
こ
の
前
年
の
一
二
月
二
五
日
に
大
正
天
皇
の
崩
御
が
あ
り
、
元
号
が
昭
和
に
改
ま
っ
た
。
昭
和
元
年
は
六
日
を
数
え
て
終
わ
っ
た
。
あ
ら
た
な
元
号
で
の
新
年
は
昭
和
二
年
に
始
ま
る
。
昭
次
の
名
は
、
あ
る
い
は
、
昭
和
二
年
に
因
ん
で
の
命
名
か
も
し
れ
な
い
。
　
誕
生
の
日
は
、
田
中
義
一
の
内
閣
が
成
立
し
た
三
日
後
で
あ
る
。
山
東
出
兵
、
統
帥
権
干
犯
問
題
、
満
州
事
変
、
五
・
一
五
事
件
、
二
・
二
六
事
件
等
々
、
い
ず
れ
も
先
生
が
少
年
の
時
代
に
生
じ
た
事
件
で
あ
る
。
　
先
生
が
誕
生
の
地
は
、
東
京
都
目
黒
区
で
あ
る
。
当
時
の
行
政
区
で
言
え
ば
、
東
京
府
荏
原
郡
目
黒
町
で
あ
る
。
東
京
市
立
田
道
尋
常
小
学
校
を
卒
業
さ
れ
、
都
立
高
等
学
校
尋
常
科
を
終
了
さ
れ
、
つ
い
で
都
立
高
等
学
校
高
等
科
に
進
学
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
　
五
日
に
、
な
が
く
つ
づ
い
た
戦
争
が
日
本
の
敗
北
で
終
わ
っ
た
。
先
生
十
九
歳
の
夏
で
あ
る
。
　
都
立
高
等
学
校
は
七
年
制
高
校
で
あ
る
。
ナ
ン
バ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
に
全
国
に
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
東
京
と
そ
の
近
郊
で
は
、
第
一
高
等
学
校
を
こ
え
る
ほ
ど
の
有
名
な
優
秀
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
学
年
を
修
了
の
後
に
、
先
生
は
病
気
に
よ
り
退
学
さ
れ
た
。
病
名
は
結
核
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
結
核
は
、
近
い
将
来
で
の
死
を
予
告
す
る
不
治
の
や
ま
い
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
伝
え
聞
く
。
　
先
生
は
、
東
京
都
立
大
学
の
卒
業
で
あ
る
。
都
立
大
学
は
都
立
高
校
の
後
身
で
あ
る
。
つ
い
で
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
に
進
ま
れ
、
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
。
専
門
は
西
洋
古
代
史
、
な
か
で
も
ギ
リ
シ
ャ
史
で
あ
る
。
先
生
の
著
作
一
覧
は
、
『
学
習
院
史
学
』
三
六
号
に
載
せ
て
あ
る
。
　
一
九
六
二
年
四
月
、
先
生
は
、
専
任
講
師
と
し
て
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
に
籍
を
置
か
れ
た
。
先
生
三
十
六
歳
の
春
で
あ
る
。
史
学
科
の
創
設
は
一
九
六
一
年
で
あ
る
。
児
玉
幸
多
・
末
松
保
和
・
金
沢
誠
・
小
倉
芳
彦
・
黛
弘
道
の
諸
先
生
が
創
設
時
の
陣
容
で
あ
っ
た
。
先
生
の
着
任
は
そ
の
翌
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
、
安
田
元
久
先
生
が
着
任
し
、
今
に
続
く
史
学
科
の
骨
格
が
成
立
し
た
。
先
生
は
、
史
学
科
創
業
の
時
代
の
一
人
で
あ
っ
た
。
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先
生
は
、
積
極
に
自
ら
を
語
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
ひ
た
す
ら
に
意
見
の
様
々
を
聴
い
て
お
ら
れ
て
、
そ
こ
に
自
ず
か
ら
の
合
意
が
成
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
先
生
は
、
三
六
年
に
一
旦
っ
て
、
史
学
科
の
守
成
の
要
で
あ
っ
た
。
　
一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
、
先
生
は
、
規
定
に
し
た
が
っ
て
退
職
さ
れ
た
。
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。
退
職
さ
れ
た
後
に
も
、
し
ば
し
ば
学
校
に
足
を
運
ば
れ
た
。
退
職
教
師
の
送
別
会
に
顔
を
み
せ
ら
れ
た
。
忘
年
会
に
顔
を
み
せ
ら
れ
た
。
昨
年
の
忘
年
会
に
も
出
席
さ
れ
て
、
歓
談
の
時
が
あ
っ
た
。
退
職
の
先
生
が
一
同
に
揃
う
て
、
過
去
が
今
に
よ
み
が
え
る
時
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
月
二
四
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
の
生
で
あ
る
か
ら
、
年
を
享
け
る
こ
と
七
十
八
歳
で
あ
る
。
　
秋
の
長
雨
の
九
月
二
七
日
に
、
前
日
の
通
夜
に
つ
づ
い
て
、
目
黒
の
今
井
館
聖
書
講
堂
で
告
別
の
式
が
行
わ
れ
た
。
賛
美
歌
の
斉
唱
、
聖
書
の
「
フ
ィ
リ
ビ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
の
一
節
の
朗
読
が
あ
り
、
祈
禧
に
つ
づ
い
て
、
略
歴
が
紹
介
さ
れ
、
そ
し
て
回
想
の
言
葉
の
数
々
が
語
ら
れ
た
。
先
生
が
、
大
学
で
の
生
活
と
信
仰
の
生
活
と
を
、
一
身
に
生
き
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
　
先
生
は
、
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
の
教
徒
と
し
て
、
世
を
辞
せ
ら
れ
た
。
そ
の
教
義
か
ら
し
て
、
洗
礼
名
は
な
く
、
追
号
が
贈
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
清
永
昭
次
と
し
て
彼
岸
に
立
た
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
確
か
め
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
御
子
息
の
丈
太
氏
に
教
え
を
乞
う
た
。
逝
去
さ
れ
た
日
時
、
追
号
の
こ
と
等
々
で
あ
る
。
丈
太
氏
か
ら
直
ぐ
様
の
返
事
の
手
紙
が
あ
っ
た
。
そ
の
末
尾
に
、
つ
ぎ
の
様
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
父
は
、
よ
き
同
僚
と
よ
き
学
生
の
諸
君
に
恵
ま
れ
て
、
存
分
の
学
究
生
活
を
送
り
ま
し
た
、
と
あ
る
。
後
輩
と
し
て
、
安
堵
よ
り
以
上
に
感
謝
を
も
っ
て
こ
の
文
に
接
し
た
。
よ
き
同
僚
と
よ
き
学
生
の
諸
君
と
に
よ
る
史
学
科
の
環
境
は
、
先
生
が
と
も
に
望
み
創
り
つ
づ
け
ら
れ
た
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
学
習
院
大
学
史
学
科
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
、
父
は
天
か
ら
見
ま
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
の
文
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
目
白
の
森
の
木
漏
れ
日
の
路
に
、
文
学
部
棟
の
二
階
の
廊
下
に
、
そ
し
て
史
学
科
の
共
同
研
究
室
に
、
今
に
、
先
生
の
い
る
風
景
を
観
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。　
先
生
の
墓
地
は
鎌
倉
霊
園
に
あ
る
。
